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実寸原型のシリアルプリンタ出力方法の改良

　和洋女大文家政　Ｏ高橋和雄、三島学園女短大　田頭睦美

　目顔鱗|露旋凄学校教育における被服製作を容易にするため、補正量を予め指示することで

サイズと体形の両方に適合した原型を描画し、仮縫い時の補正を不要にしようと試みてき

たI ,a'。サイズと体形をメニュー画面で選択し、補正を自動的に取入れ、ハードディスク

上にランダムファイルを作成し、1バイトで8個の

座標点と対応させ、ここにピ’ツト操作で仮想描画

し、プリンタに転送する方法である。今回、その

方法を改良したので報告する. ①被服製作の基礎

理解がない場合でもソフト使用を可能とするため

CAIの手法をメニュー画面に取り入れた。②パソ

コン機種に依存せず、周辺機器がなくても済むよ

うにした。③プリント時に、転送範’囲の指定およ

び縮小転送モードを設定した. R　CRT画面<nハー

ドコピーと･XYプロッタ出力のメニュ―を追加した

　錨m果　CRT 画面の例を図1と２に, 15インチ幅’用紙

に描画したものを図3 （1/2縮小）と　4 { 実寸）に

示す。上下の黒丸列は、スプロケット孔を示す。

　1）福田、高橋；家政学会第44回大会要旨集。

　2）高橋,福田、加冶工；同第45回大会要旨集.
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スカートシルエットの視感覚による形態分類について

共立女大八幡香菓子　○酒井哲也　放送大酒井豊子

　【目的】衣服材料の選択は、衣服の形態的効果を演出する上で重要な役割を持つ。しか

し、材料特性によって生じる形態上の変化力^、視覚的印象にどの程度の影響をもたらすか

については4あまり検討されていない。本研究では、製品形態の視覚的効果を考慮した材

料設計法の確立を目的とし、市販の異なる布から作製されたフレアースカートを対象とし、
若い女性がそれらの形態的印象に基づきどのように認別、分類するかを調査分析した。

　【方法】前回家政学会においては、同一原型を用い20種の布で作ったフレアースカー
　トのカラー写真を使い総合的な視感覚で捉えたそれぞれの形態イメージを基礎にした分類

　に関する報告を行った。今回は、まず、カラー写真からスカートのシルエットを用い、一

　対比較によって、任意のスカートシルエット間の遠近感をアンケート調査した。さらに、

　子の結果を基礎に抽出した斜文織よりなる８種のスカートシルエットを使って、シルエッ
　ト間の遠近感、シルエットのＳＤイメージなどをアンケート調査し、検討した。

　【結果】２０種のスカートシルエットに関する遠近感調査から一対比較全体の遠近感評

点の平均値と、ある特定のスカートシルエットが他との比較において与える遠近感評点の

平均値を求め、比較した結果、斜文織よりなるグループと平織よりなるグループに大別さ

れた。斜文織よりなるスカートシルエット８種について改めて一対比較による遠近感調査
を行った結果は、2 0種についての結果と良好な一致を示し、この種の判断は、平均的に

はかなり安定していることを確認した。
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